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酒精飮料の 苦味成分 に關す る研究 （9） 清 酒中の Tyr… 1に 就 て （2 ）

麻 　　生

rosol 生 戯試驗　（A ）

　前報1）で A
， B 兩工 場 の 醪

で は A 工 場は tyrosol 含量 …蟹

し く高 く ，
B 工 場 に 比較 し て

低浬醸酵させ て い る の で 同
一

成分 の 麹 エ キ ス を使用し ， 醸

酵涯L度を30 ， 21 ， 18℃ に 變 え

た 結果 は Table 　 I ， 1 ， E の

通 りで あ る．

　本 實驗 で は 醸酵温度 差 に よ

り tyro301 の 生成量 が 特別 に

差 が 見られない が 清酒醪の 如

く低温醗酵 させ て い ない の で

明 か で ない ．又後述す る様 に

培養基 の 組成自體 が tyr（）sol

の 生 成が 困難な肬態 に なつ て

い る の で 適 當な培 地組成 で 再

實驗 を行つ た。

　（2〕 酉發酵溢度 差 に よ る ty −

rosol 生成試驗 　（B ）

　培養基 ： 後遞する樣 に ty−

rosol を生 成 し 易 くす る 爲に

濃厚麹 ヱ キ ス に カロオく し 蓖萇
．
講

清 ・中　 山　 悌　三 　（東北大學農學部 ・農産物利 用研 究室 ）

　第 1報1）に於 て 清酒醪 ， 市販清酒 中の tyrosol 含量 を 測定 し ， 各工 場間に 署 しい 含量の 差異 が あ り ， 周
一

工 場

の 場 合 は 吟醸の 方 が 普通 酒 よ りも多 く且繁の 喰 切 の 良い 醪 の 方が幾分 tyrosol 含量 が 多い 事 を報告 した．然 し な

が ら同
一

工 場 の 醪 で も内容戎分的 に幾 分の 差異があ り　− r＄に論じ られない の で 丙容或分を
一

定 に し て 醸酵鰮度 を

變 之た場合 と， 醸 釁温度 を一定 に し て 内容戎分特 に 窒素源 の 櫨類及 び量 を變え て 醗酵 させ た 場 合に つ い て 實驗 し

た結果 に 就 て 報告 す る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 賢　　　　　瞼

　Cl｝ 酉發酵温度差 に よる ty−
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table　r．　 Component 　changes 　 at 　30℃ ．

days

034567929　

　

　

　

　

　

　

ユ

ー

Reduc 血 9

　 suga 「

　 ％

26．5310
、308

．70

／

7．687

．336
．917

．047

．07

Total　acid

　　％

0．1060
．2790
．2790

．2770
．2770
．2850

．2・：t90

．2830

．283

pH

4．84
．24

．24

．24
．24

．14
．14

．14

．1

Amino −Nmg
％

76．9040

．2845

．28

／

42．3442
．6342

，6344
．1047

．7δ

Tyrosinemg
％

25．3523
．9223

．567
．884

．373

．2819

．4517

．58

／

Tyrosolmg
％

　OtraceO

．780
．740
。740

．840

．88

／
0．87

Table　II．　 Component 　 changes 　 at 　21eC．

days

034567929　

　

　

　

　

　

　

11

Reducing
　 suga 「

　 ％

26．5312

．5110

．01

／

6．635

．444

．283

．122

．3ユ

Totalac 三d
　 　 ％

0 ．1060

．2410

．280

／

0，2810
．2860

．2860

，2810

．2E9

pH

4．84

．24

．2

／

4．24

．14

．14

．14

．1

Amin （beNmg

％

76．9043

．5143

．66

／

39．6941

．454

工．4542

．3446

．16

Tyros加 emg

％

25．3523

．0125
．254

．374

．585

．0421

．58

／

19．97

Tyrosolmg
％

otraceO

．780

．740

．800

．別

0 ．80
　 ／／

0．84
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daysReducing
　
ITo

ね 1acid
s

壕
a 「

　 ％ 　　
pHAmin

（｝N 　 Tyrosfne
mg ％ 　　 mg ％

Tyro301mg
％

034567929　

　

　

　

　

　

　

11

　　（麻庄 ， 中山） 酒 精 飮 料 の 苦 味 成 分 に 關 す る 研 究 Cl ）　 　 　 （ 53 ）

、Table　III．　Component 　changes 　at 　18℃ ．　　　　　　　　 （HC1 で 轉化す ）及びtyros ｛ne

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 を 加 え て 培 養 基 を 調製 した．

26，5314

．ge11
．69

　 ／．〆

6，446
．194

．353

．282

．59

0．1060

．2720

．276

　 ／
／

0．2770

．2850

．2850

．2830

．285

822

　

22222

虫

44

／

臨

4

生

乙

4

76，9049

．6646

．60

／

43，0742

．0546

．3145

ユ 350

．13

25．3523

．202L485

．774

．454

．1923

．6319

．63

／

　OtraceO

．580

．560

，630

．88

／

ノ

0．69

t

え た ．

　 西發酵温度 ：　28
°C ，　22

’C，　16
’
C ，　12

°
C ，　室

温 （夜間O〜le℃
， 喪 間5〜15℃ ） で 醗酵さ

せ た．

　 以 上 の 様 に 醸瞭させ た 結 果 は 經時的 の 鱗

淌費率を Fig　Iに ， 糖淌費率と tyrosol の

生成率を Fig　Iに 示 し た．

　 以 上 の 結果か ら見 る と28℃ 及 び 室温放置

の 場合以外 は低澀醸酵させ た 程　tyroso1 の

生 或率 は 高 くなっ て い る．28℃ の 場 合は途

申で醸壕停止 し こい る の は 七 響 ） の 報告 の

如 く高瀝度に よ り酵栂 が死化 した もの と考

えられ る．

　〔3〕 Tyrosine 以外 の 窒素源 を使用 し て

醸酵 させ た場合の tyrQsol 生 威試驗

　酵母は NH 盛 鹽 の みを窒素源と した 場 合

に 自己 の 體構或ア ミ ノ 酸 を合成 して 行き自

己基 質 の 分 解に よ り　tyrosine を生成 し更

に 之が tyrosol に なる事 も考えられ るの で

NH4H2PO4 ，（NH4 ）2　SO4 ，尿素 を使用 し

て 醸酵試驗を 行っ た．總 て同 樣 な結 果 を 示

した の で NH4H2PO4 の 場合 の みをTable

IV に 揚げ た．培地 は HENNEBERG 氏液

を使用 し ， （NH4 ）2SO4 ，尿 累 の 場 合 は液中

の N 一
濃度 （約24mg ％ ）t：　NH4H2PO4 に

一
致す る如く計算し て 加えた ．對照 と し て

tyrosine を N 一
源 と し て 醸酵させ た場 合 を

Table 　V に 掲げた L 培地 は Sucrose 　150g．

1・tyrosine 　lg，　K2HPO40 ．15g
，
　MgSO4 ・

5HuO 　O．1g．　NaCl 　O．01g，　FeC1s 痕跡 ， 蒸

溜水 1000cc．

　Tyrosine を N 一源 と した 場 合 は tyrosol

は 極 め て 艮 く生 成 され るが NH ≦H2PO4 を

q8

口

霞

諺
日
8

鵠
bo
コ

gワ

。

三

8
」

あ

臼

も
切

。

鼠

Fing 　 I．

其 の 組或は 次 の 通 りで あ る．

　直接還元 塘 （glucose と し

て ）24．36％，蔗塘0．18％，總

酸 （N110 　NaOH 滴定値 ）1．58

cc ，　 pH 　4．2，　 Amimo 態 N

25．83rng ％ ，　tyrosine 　18．50

mg ％ ．

　酒 母 上 詑培養基に 39℃，

72痔間培養 し た 協會 7 號酵母

の 洗澱部の み を 10％相當量加

Sugar　 consumption 　changes 　 at 　 each

fermentation　temperature ．

30

te

　　　　　　　　　days
Fig　I．　 Relation　between 　produced 　tyroso 置and

　　　　 consu 皿 ed 　sugar 　at 　each 　temperature ．

μ
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　　　　　　　　　　 ／　 ！

・
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／

’
　　，／

　　　　　　　　 ／ 　．／
’‘
　　

’
22
’

　　　　　　　 ／／
／
22rc

　　　　　　　充
　　　　　 ／

’z
　　　　　　 ／
　　　　

．！
　 ／

　 　 　 ！ 　　　　．／
　 　 ．「　 　 ／

　ア 　　，／
P
’　　 ／

　 ／

／

0　　 1020 　　30　　40　　50　　60　　70　　80　　90　　ユ00
　 Sugar　 consumption ％

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

（54 ） （Wtt3三， 中山）　酒 精 飮 料 の 苦 味 成 分 に 關 す る 研 究 　（D

Table　 IV．Component 　changes 　in　synthetic 　medium

　in　 which 　NH4HspOI 　is　given　as　N。source ．

　　　 Reducing
days 　　　sugar

　　　　　％

鋤

野
贏

穿… H 驚酵 糠
1

0 3．2312 ．ε60 ．184 4．8 ／ ／
3 10．19 4 ．080 ．253 3．6 ／ ／
5 9．20 ／ 0．291 3．2 ／ ／

8 6．40 ／ 0 ．307 3．0 ／ ／
11 4．02 ／ 0 ．322 3．0 ／ ／
18 1．28 ／ 0．336 3．0 trace ／

25 0．ヱ6 ／ 0，34？ 3．0 0．35 ／

N −−uaと した 場合 は 25 日後に

tyrosine が 0 ，35mg ％生成 さ

れた の み で tyroso1 の 生成は

見 られ ない ．以 上 か ら tyrosol

の 生成 は tyro8ine が絶對 に

必要で あ り，NH4HaPO4 の

場合は tyrosol 　h ：生成 され た

とし て も悶題に ならない 程 の

少量 で あ る と考 え られ る．

　（4）麹 エ キ ス の N −・
源量 を

漸減し て 醸酵さ せ た 場 合 の

Table 　 V．　 Component 　changes 　in　synthetic 　medium 　iロ which

　　　　　 tyrosme 　ls 　givell　 as 　 N・source ．

daysRedUC
童冗 9

　 suga 「

　　％

Sucrose
　 ％

Totalacid
　　％

pHAmi
ロ（トNmg
％

Tyrosine
エng ％

TyrosoImg
％

035818　

　

　

　

11

0．7210

．498

．976

．294

．761

・47 ．

13．351

．57

／

／

／

／

0．0310

．0840

．1070

。1260
．1380

．163

452222544444 8．093
．131

．471
．32

工．102

．35

75．1449

．4023

．9222

．3723

．6624

．31

　018

．40

／

34．1040

，8041
．10

tyrosol の 生成試驗

雌 ω で 麹 エ キ ス を 羅 させ 慨 合 は ・y ・・s・1が蛾 されるが黼 醪の 場合に WW し 曙 し く少 ぐ）　 34，y ．。

sine の み をN −・imと した 場 合1ま著 し く多 く生成 し て い る．清酒中の tyroso1 は 爾者 の 間に あ り， 内容成分 を 見た

場合 Table　I の 場 合は AminoN 薯 し く多 く，　Table 　V （tyrosine の み ）は Amin ひ N 少 く，清酒醪 の 場 合

は 兩者 の 中間に 倖し て い る の で 濃厚麹 エ キ ス に 加水 し，糖の 減 少 した分 だけ Sucrose で補鱚した 場合 と鑰及 び

tyrosine （粗製） を加えた 培養基 を調製して協會 7號酵母を加え25−・27℃ で 醗酵させ た．その 結果 ｛ま Table 　VI
−vXV 　Vaに ・fiした・　 　 　 T ・bl・ V・．　C 。m ，・n ・nt ・h。。 g。 、　a ・ vari 。。。 ． N ．c。n 、。。，s ． 1．
　〔考察〕 以 上 の 分析値 か ら

Tabl σ VI − XV 迄 を強討す る

と次 の 機 で あ る．

　（1） 各表共 に tyrOSol の 生

成 は 麺 の 滄費奪の 増大に從つ

て堝加し て い るが 各表共 に 異

つ て を り，麹 エ キ ス を 稀釋 し

て tyros 漁 e を 添 加 した もの

程多くなつ て い る．

　（2） tyrosine を 添加 し な

い 場 合で 加永の み の 場合は 加

水した 方が 幾分原液中の ty−

rosine に 對す る tyrosol の

生威量 が 多 くな るが 藤鰆添加

を行 つ た もの は 更に 多 くなっ

てい る．　 　 、

days 躑
 

堕
id

陣
Amino ・Nmg

％

Tyrosiaemg
％

Tyrosolmg
％

03570　

　

　

　

1

21．868

．853
．371

．531

．50

O．0650

．1710

．1730

．1710
．172

5．24

．24

．24

．24

．2

58．9624
．7622

．7622

．8521

．17

17．4212

．F611

．47

／

13．12

00

．641
．18

／
1．31

Table 　VII，　 Cっmponent 　changes 　at 　var め us 　N ．contents “2．

days

03570　

　

　

　

1

Reducing
　 sugar

　 ％

22．2611

．144

．512

．381

．67

Total　acid
　　％

0．0810

．1860

．1S90

．19ZO

．197

pH

5．24

．24

．2　 、

4．24

．2

Alnino・Nmg
％

65．5934

．2030

．1330

．5124

．76

TyrOsinemg
％

63．0531

．2944

．2749

．0947

．56

Tyrosolmg
％

0

ユ．833

．854

．345

．62
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（廣生 ， 中 山） 洒 精 飮 料 の 苦 昧 成 分 に 開 す る 研 究 （1） （55 ）

Table　VIII．　 Cemponent 　changes 　at 　various 　N ・contents ・3．

daysReducing　 suga 「

　 　％

Totalacid
　　 ％

pH 欟
N

瞬剰驪
：

103570

　

　

　

　

1

14．865

．752
．121

．250

．93

0．0450
．1120

．1150

。1130

．1ユ0

5．44

．34

，34

．34

．3

39 ．5011

．799

．328

．968

．47

9．433

．253

．816

．146

，02

00

．601

．471

．981
．96

Table 　IX ．　 Component 　changes 　at　various 　N ・contents ．−4．

daysReducing　 Sugar

　　％

Total 　acEd

　　％
pHAmi

皿 （アNmg
％

Tyrosinemg
％

Tyrosolmg
％

03570　

　

　

　

1

22 ．0212

．607
．044

．36L71

0．0430
．1220

．1210

．1210

．138

5．44

．34

．34

．34

．3

39，9513
．2611

．5511

．3210

．47

9．75

／
！

3．154
．295

．15

00

。88

／
1。441

．60

Table 　X．　Componen 亡 ehanges 　at 　var 量ous 　N・contents ．・5．

daysReducing　 sugar

　　％

Total　 acid

　　％
pHAmin

（レNlng
％

Tyrosinemg
％

Tyrosolmg
％

し

03570　

　

　

　

ユ

22．2512

．836

．483

．551

．69

0．0490

．1450

．1430

．1440

．149

5、44

．24

．24

．24

．2

44．8118

．4317

．0417

．1014

．58

46．1521

．9137

．2839

．3938

．44

　04

．657
．128

．809

．15

誤 Table　XI．　 Component 　changes 　at 　various 　N・contents ．〔乳

daysReducing　 sugar

　　％

Tota！ac 三d
　　％

pHAmin
（レNmg
％

Tyros 三nemg

％

Tyrosolmg
％

024685　

　

　

　

2

7．07L910

．440

．390

．350

．13

0．0300
．0790

．0780

．（T770
．0800

．079

5．24

．24

．24

．24
，24

．2

19．243

．132

．962

．962

．604
．97

7．354

．134

．904

．804

．736

．22

　00
。05

／
／

／

0．720
．69

　 （3）　Table　XII〜XV は他

　に 比較 し て tyrosol 生 成割 合

が 多 くなつ て い る瀰 發酵速度

著 しく逞 くなつ て い る．

　 上 記 考察は 分析表 の 値 の み

を見 た場合で あるが 表 の 儘 で

は 醸酵状態 に 著 しい 差異 を生

じ て い る の で 踏稍費率 を横軸

と し tyrosol ！tyrosine ％ を縱

軸と した Fig 璽 と ， 經遏 日

數を横軸と し糖消費率 を縱軸

と した Fig　IVに よつ て 機討

し て 見 る と．

　 （1｝ tyrosol の 生成犂l　lま
Amin （アN の 少 い 程 ，

　 N 一
源1

淡繁源が低い 程高 くなつ て い

る．麹 一Z キ ス を加水 し た讎 の

もの は tyrOSOl の 生成傘に 大

差な く，54　N 一
源が充分ある

場合は tyrosine を 添 加 し て
’

も tyrosol 生成率 は特別 に 高

くならない ．

　（2〕 tyrosol の 生成速度 は

AmineN 含量 の 少い もの は

醸酵前期 に 多 く生成するが ，

Amin ぴ N の 壻加 に 從 い 直線

的 に な りむ し ろ醸酵 の 簽期 に

多 く生成する傾向を示 して い

る．

　（3） 以上の 結果 か ら tyr 〔γ

sol は醪申に N 一
源 の 少い 程多

く生 成 され，蛋 白分解酵素力

の 弱い 吟醸醪 で は普通醪に 比

Table　XII」 Components 　changes 　 at 　variQus 　N ・contents ・7．

daysReducing　 suga 「

　 　％

Total 　acid

　　％　　　　pHAmino
・Nmg

％

Tyrosinemg
％

Tyrosolmg
％

1 ，

024685　

　

　

　

　

2

21．3717

．9814

．8012

，5212

．097

．78

0 ．0300

．100

／

0．1070

．1080

．138

5 ．24

．4

！

／

4．34
．34
．2

19．835
．923

．203

．142
．723

．49

7．660
．830

．630

．660

．77L33

　 OraceO

．040
．870

．851

．16

較して tyrosol は 當然多 く生

成 され る もの と考えられ る．

　 （4） Fig 雇，
　 IVか ら見 て

鰆含量が一
是 の 場 合 或量 の N

一
源 は 當然必要 で あ り，そ れ

以 下 の場 合で は醸酵が極め て

微弱に な り ， 藷の 量 に 對 し て

一定 の 比 犖以 上 の N 一源 を 必

要 とす る．

　〔5） tyros  e
，
　 tyrosol の

問題か ら離れ るが 上 詑 の 實驗

N 工工
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Table 　XIII．　 Component 　 changes 　 at 　various 　N ・contentg ・8．

days

024685　

　

　

　

　

2

Reducing 　Totalacid
s

場
a 「

　 ％

19 ，4715

．6112

．339

．869

．693

。23

0．0300

．0990
．1040
．1050

，117

・引臓
N

〔〕・ユ301

5．24

．44

．44
．34

．24

．2

23 ．249

．125

．514
．914

．503

．43

T
遡穿 1留 謬

1

45．0529
．0520

．7022

．7021

．6029

．10

00

．178

．4313

．3214

，8815
，29

Table 　XIV ．　 Compone コ t　 changes 　 at 　 various 　 N −conte ロts・9．

　 　　IReducing
daysis

場
a 「

 

2468

幻

21．1620

．2018
．4317

．2916

，3113

．89

Tota ！acid

　　％

0．0140

．0770
．0820

．0830
．0890
．112

PHAmineNmg
％

38
鉐

54484878

0111111443332544444

Ty ．。，i。 。I　Ty ，。。。I
mg ％ lmg　％

3．950
．540

．310

．080

．180

．43

00

．050

．150

．720

．710

．90

畏
　

OH
【【
切

O
」

眺

嘱

、咽「響
自o
「響
」

h
噌

Fig　IIL

　

0

、
‘

Relat量on 　between 　 produced 　 tyrosol　 and

consumed 　 sugar 　 at 　 eacb 　 N ・content ．

3

0　 　 10　 2030 　　40　　50　　　60　　70　　80　　90
Sugar 　consumpt 重o ロ ％

を 添加 し て 下 記の 組成の 培地を調製 し た．

　水溶性 全 羶 （轉化 謄 と し て ） 25．07 ％，飆酸

（N ！lo二NaOHcc 數）2 ．34cc ，
　 pl｛ 4．5，　 Am 三一

no 態 N 　 17．ユOmg ％．

　酒 母 ： 直糖 10．50％ の 麹 エ キ ス に 30℃
，
48時間

培養 した協會 7號酵母 の 沈澱酵母を10％相當量

加えた．

　ペ プ トン 添加 ； 酒愚添加後 12 日 ， 18日 目 に醸

酵液の 1 部 を取りペ プ ト ン 0，15％添加 した 一．

100

結 果 か ら 清 洒 醪の 冒酸 敗式の

腐造の 原．因 の
一

つ と し て 麹 の

蛋白分解酵素力 の 弱 さ に よつ

て 醪の 内容成分 の 失調が起り ，

酵母 の 沢精醸酵 が 遲滯しそ こ

へ 生酸 菌 の 繁殖 が起 り腐造が

出來 る事 も考 え られ る．吟醸

醪の 如 く特別 に 筋破勢 の 強 く，

蛋白分解酵素力 の 弱 い i若麹を

便用 した 場合 に 甘酸 敗式の 腐

造 が 多 く生 じ る原因 が そ こ に

あ るの で は ない か と考之られ

る．

　  ペ プ ト ン 添加 に よ る醗

酵 の 回復試驗

　上 記 の 樣に N 一源 が 著 し く

少 くな る と醗酵が停 止 し清酒

腐造の 1原因 とし て か か る内

容失調があ る の で ない か と想像 した 鯉 撥酵が微

弱に なる樣な培地組成 で 醸酵 させ 途中で ペ プ ト

ン 添加 に よ り醸酵默 態 が 回復す るか 否か を試驗

した．

　培養基 ： 濃厚麹 ヱ キ ス に 加水した もの に 蔗舞

Fig 】V ・Sugar 二consumption 　changes ．　at 　each 聾 content ．
｝Loo，　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　

「

　 　 　 　 　 　 　 　 ．＿一

岩哨
琶
日
ロ

畧
8
」

亀
お
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Table 　XV ．　 Compone ロ t　 changes 　 at 　 various 　 N ・contents ，・10，

dayg

02468

卯

RedudngI
　 suga 「

　 　％

21．7219

．3717
．4415

．0414

．069
．50

T °

咳
acid

・H

0．018i

O．0820
．OS60

．0900

．0980
．122

5．44

．34

．24
．24

．24

．0

Amino ・Nmg
％

14．736

．594

．034
．083

．622

．96

Tyros三nemg

％

4S．0024

．6528

．0026
．8027

．0024

．90

Tyroso 艮

mg ％

01
．ε52

．05

ユ0．4811

．8414

．36

5

註 ： （a ） table　VII は table　VI に tyrosine を加 え て 醗酵 させ た

　 もの で あ り， table　VIIr，
　XI は table　U に 適宜 加 水 し た もの で ，

　tabie　IX，　XII， は table　V工II，　IX に 蔗糖を加 えた．　 table　X ，　XIII

　は table　IX ，
　XII に tyresine を加 えた．　 table 　XIV は table　Xl

　に 更 に 加 水 し た もの に 蔗糖添 加 を行 い ， XY は XIV に tyrosine

　添 加 を 行 つ た．

　（b） 表 中蔗糖添 加 を行つ た もの の 直接還 元 糖 は總轗化糖 で 現 わし

　 た．

　（c ） Amino 　N は フ オ ル モ ール 法 で 測定 し た．

　　　　　　　 Fig 　V ．

口
O帽
り

負

日
コ
ω

口

OO

」

応
◎o
コ

の

　 以 上 の 樣 に し て 王6℃ で 醸酵

させ た 結果 を 前實驗で 16℃ で

藪酵させ た結果 と共に Fig　V
に 示 し た．

　 以 上 の 結果 か ら見 る と郵照

は 正 常な組成の 培地よ り醸酵

速度 が お そ い の で あ る が 大 體

正 常な醸酵を し て い る の に 反

し ， 本實驗 の 場 合は 9 日以後

急速 に 醗酵速 睦 低下 し54 日 で

漸 く90％ の 鏃滄費率 を 示 した

に 過ぎない ．途中て ペ プ ト ノ

添加 し た場合は醸酵が回復 し

順調な醸酵を 示 した．本實驗

で は 上記 の 様 に 更 に 低 い A ・

mino ・N 含量 （10mg ％）に す

Ferme ロ tation 　 revival 　by　the 　adit 乱o ロ of 　peptone ．

＝

days

”

れば更に 明か に差が生ずると考えらる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 結 　　　　　論

　1） 醸酵源度 の 低い 場合rc　tyrosol の 生成率は 多い ．

　2） Tyrosine を N 一源 と し て發酵させ た 場合は tyrosol が極め て 艮 く生成され る が NH4H2PO4 ， （NH4 ）2

SO4 ，尿素 を N 一
源 と した 場 合 は tyroso ！が 殆 ん ど生威 し ない ．

　3） 培養基中に tyrosine が存在す る場合 は 全窒素の 少 い もの 程 tyroso ！が 多 く生成 され る．

　4） 繕含量に對 し N 一源 が 或量以 下 の 含量 だ と醸釁が極め て 緩漫に な る．その 内容 の 失調 に よ り醸酵の 低下 し

た 醪 は N 一
源 を添加す る事で 回復出來 る．

　本 賓 驗 に 當 り光度 計 を使用 さ せ て 頂 い た 有山教授及 び 金屬材料研究所 後藤敏授 に 感謝致 し ます．
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